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港
新
聞
６
面

０
２
１
５
０
６

井

井

口

口

港
高
生

原
爆

に
真
摯
な
感
想

戦
争
や
原
爆
へ
の
見
方
が

変
わ
っ
た

。
港
高
校
で
昨

年
十
二
月
、
原
爆
に
ま
つ
わ
る

映
像
の
鑑
賞
会
を
行
な
っ
た
と

こ
ろ
、
生
徒
か
ら
真し

ん

摯し

な
感
想

が
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
担
当
し
た

の
は
同
校
の
英
語
教
師
・
川
島

昌ま
さ

之ゆ
き

さ
ん

。
教
材
と
し
て

用
い
た
の
は
、
劇
団
は
ぐ
る
ま

座
（
山
口
市
）
に
よ
る

峠
三

吉

原
爆
展
物
語

（
大
阪
市

教
委
な
ど
後
援
、
昨
年
十
月
に

市
内
で
上
演

本
紙
既
報
）
を

も
と
に
し
た

。
鑑
賞
し

た
の
は
三
年
生
二
百
七
十
人
。

で
は
、
被
爆
者
や
沖

縄
戦
体
験
者
の
声
か
ら

な
ぜ

三
百
二
十
万
人
も
殺
さ
れ
た
の

か

な
ど
歴
史
の
真
実
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
、
平
和
で
豊
か
な

日
本
を
建
設
す
る
力
は
日
本
民

族
の
中
に
あ
る
こ
と
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
皆
が
真
実
を
知
る
べ
き

生
徒
の
感
想
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
平
和
学
習
と

違
い
、
人
々
の
怒
り
や
悲
し
み

を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
と
で
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
こ
れ
か
ら
ど
う

生
き
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
た

（
男
子
）

戦
争
や
米
軍
へ
の
見
方
が

変
わ
っ
た
。
皇
居
や
大
工
場
は

攻
撃
せ
ず
、
民
家
ば
か
り
狙
う

な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
。
こ
ん

な
に
殺
し
て
傷
つ
け
て
、
苦
し

い
気
持
ち
は
な
か
っ
た
の
か
と

不
思
議
に
思
っ
た

（
女
子
）

ア
メ
リ
カ
兵
が
ニ
タ
ッ
と

笑
っ
た
と
聞
い
て
、
戦
争
は
人

格
を
破
壊
す
る
恐
ろ
し
い
も
の

だ
と
思
っ
た

沖
縄
の
人
た
ち
の
ア
メ
リ

カ
軍
に
対
す
る
憎
し
み
が
す
ご

く
伝
わ
っ
て
き
た
。
沖
縄
だ
け

で
な
く
日
本
の
み
ん
な
が
こ
の

真
実
を
知
り
、
未
来
を
作
っ
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う

こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
を

ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
、

私
た
ち
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
っ
た

（
男
子
）

昔
の
人
は
戦
争
を
ま
の
あ

た
り
に
し
た
こ
と
で
日
々
の
大

切
さ
を
実
感
し
、
温
か
い
日
本

を
造
り
上
げ
て
い
た
の
か
も
。

今
は
生
き
て
い
る
の
が
当
た
り

前
と
勘
違
い
し
、
色
々
な
も
の

の
あ
り
が
た
さ
を
意
識
し
な
く

な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
戦

争
を
体
験
さ
れ
た
方
々
か
ら
平

和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
必
要
が
あ

る
。
も
っ
と
深
く
戦
争
に
つ
い

て
知
り
た
い

（
女
子
）

日
本
軍
が
侵
略
し
た
か
ら

悪
い
、
沖
縄
戦
や
原
爆
投
下
は

悪
い
日
本
軍
を
降
伏
さ
せ
る
た

め
に
仕
方
な
か
っ
た
と
よ
く
聞

く
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
側
の

視
点
で
、
戦
争
に
勝
っ
た
方
の

言
う
こ
と
が
正
義
な
ん
だ
と
思

い
込
む
の
は
と
て
も
愚
か
な
こ

と
だ
と
思
っ
た

（
男
子
）

大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ

原

爆
展
物
語

の
一
場
面

●

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
は
か
ま

い
り

好
評

お
墓
参
り
を

通
し
て
日
本
人
の
健
全
な
心
を

養
っ
て
頂
き
た
い

と
ゆ
ら
ち

ゃ
ん
の
ぱ
ぱ
（
田
中
在
住
の
四

十
代
男
性
）
が
昨
秋
、
絵
本

ゆ

ら
ち
ゃ
ん
の
お
は
か
ま
い
り

写
真

を
出
版
。
や
さ
し
い

文
章
で
お
墓
参
り
の
ポ
イ
ン
ト

が
よ
く
判
っ
た

イ
ラ
ス
ト
が

可
愛
く
、
子
ど
も
に
読
み
聞
か

せ
し
や
す
か
っ
た

な
ど
と
好

評
。
定
価
八
百
円
＋
税
。

・

〇
七
二
五

四
五

九
〇
六
四
和
泉
石
材
北
條
。

８
面
に
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

●

は
じ
め
て
の
英
語
落
語

好
評

南
市
岡
出
身
の
落
語

家
・
桂
あ
さ
吉
さ
ん
の
英
語
落

語
の
本

は
じ
め
て
の
英
語
落

語

（
国
際
語
学
社
か
ら
昨
年

五
月
発
行
）
写
真

が
好
評
。

書
き
割
り
盗
人

の
英
語
・

日
本
語

付
。
他
に

死

神

転
宅

天
神
山

辻

占
茶
屋

は
て
な
の
茶
碗

芝

浜

の
英
語
台
本
と
日
本
語
訳

も
収
録
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
音
声
も

収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
英
語
学

習
に
最
適
。
桂
三
枝
さ
ん
が
推

薦
。税
込
一
千
五
百
七
十
五
円
。

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

ニ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル

糸
車
、
か
ら
り
（

大
阪

逃の
が

亡れ

者も
の

お
り
ん
２

主
題
歌
）

愛い
と

し
、
恋
し
（
い
ず
れ
も
祇

園
精
舎
守
作
詞
・
作
曲
）
二
月

八
日
発
売
。

か
お
り
倶く

楽ら

部ぶ

事
務
所
は
夕
凪
一

一
一

一

八
ロ
ー
レ
ル
ハ
イ
ツ
一
階
。

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

二
月
二
十
六
日

（
日
）
十
三
時
か
ら
道
明
寺
天

満
宮
で

歌
謡
シ
ョ
ー

予
定

男
の
夢
十
二
代

人
生
荒

野
（
い
ず
れ
も
安
藤
実さ

ね

親ち
か

作
曲
）

好
評

六
五
八
二

一
二
四

一
藤
企
画
。

●
港
南
中
学
校
出
身
の
歌
手
・

川
奈
ル
ミ
さ
ん

二
月
十
九
日

（
日
）
十
八
時
半
か
ら
恵
比
寿

ア
ク
ト
ス
ク
エ
ア
（
東
京
都
渋

谷
区
）
で
開
催
の

デ
ヴ
ィ
夫

人
ア
ク
ア
リ
ウ
ス
パ
ー
テ
ィ

出
演
予
定
。
ラ
テ
ン

ブ
ル
ー

ス
を
歌
う

〇
三

五
三
九

七

六
七
六
七

朝
月
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

二
月
二
十
九
日

（
水
）
世
界
館
（
波
除
６
）
で

ジ
ェ
イ
コ
ム
新
番
組
収
録
予
定

三
月
五
日
（
月
）
通
天
閣
歌

謡
劇
場
出
演
予
定

六
五
七

六

六
六
一
五
オ
フ
ィ
ス

。

青木美香子さん

香西かおりさん

藤かほりさん

風
も
凍い

て
つ
く
一
月
の
宵よ

い

。

み
な
と
通
の
港
晴
バ
ス
停
か
ら

歩
二
分
。

テ
ル
メり

龍ゅ
う

宮ぐ
う

の

ネ
オ
ン
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
常

連
客
が
訪
れ
ま
す
。
近
く
の
高

齢
者
が
多
い
よ
う
で
す
。広
々
と

し
た
主お

も

湯ゆ

。奥
に
は
露
天
風
呂
、

電
気
風
呂
、
水
風
呂
、
ス
チ
ー

ム
、
サ
ウ
ナ
も
。
湯
気
の
間
か

ら
天
然
温
泉
は
よ
う
温
も
る

と
ご
機
嫌
な
声
が
響
き
ま
す
。

◆
地
下
１
５
０
０

か
ら

こ
の
龍
宮
温
泉
の
歴
史
は
戦

後
、
石
川
県
小
松
市
で
農
業
を

営
ん
で
い
た
先
代
の
宮
下さ

怜と
し

さ

ん

が
開
き
ま
し
た
。
同
郷

の
業
者
の
誘
い
で
上
阪
し
、
昭

和
三
十
三
年
か
ら
市
内
で
賃
借

料
を
払
っ
て
浴
場
を
経
営
。
同

三
十
八
年
に
現
在
地
へ
移
転

し
、
創
業
し
ま
し
た
。

同
四
十
五
年
に
は
法
人
化
を

果
た
し
、
広
い
宴
会
場
を
持
つ

現
在
の
建
物
を
建
設
。
そ
し
て

平
成
元
年
、
必
ず
出
る
！
と

の
直
感
と
執
念
で
温
泉
掘
り
当

て
に
挑
戦
。
地
下
千
五
百

か

ら
の
源
泉
汲く

み
上
げ
に
成
功
し

た
の
で
す
。
心
配
さ
れ
た
湯
量

も
湯
温
も
申
し
分
な
く
、
特
に

泉せ
ん

種し
ゅ

は
五
十
肩
、
神
経
痛
、
リ

ュ
ウ
マ
チ
、
切
り
傷
な
ど
に
効

能
が
あ
る
と
い
う
ナ
ト
リ
ウ
ム

塩え
ん

化か

物ぶ
つ

泉せ
ん

。
こ
れ
を
主
湯
な
ど

に
流
入
さ
せ
る
と
共
に
、
露
天

風
呂
は

完
全
か
け
流
し

と

し
ま
し
た
。
こ
の

快
挙

は

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

以
来
、
遠
来
の
客
も
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

◆
手
作
業
に
神
経
減
ら
す

こ
の
特
色
あ
る
銭
湯
を
受
け

継
い
だ
の
が
息
子
の
守も

り

人と

さ
ん

。
一
日
の
仕
事
は
、
正
午

に
源
泉
を
浴
槽
へ
流
入
さ
せ
る

こ
と
に
始
ま
り
、
午
後
三
時
の

開
店
後
は
湯
温
や
水
質
の
管
理

に
主
力
を
注
ぎ
ま
す
。
特
に
、

五
十
度
超
の
源
泉
を
気
温
や

客
数
に
応
じ
て
適
温
ま
で
落
と

諸病に効能、遠方からも客が

湯温 水質管理に入念の手技
す
こ
と

浴
槽
内
の
塩
素
濃
度

を
適
正
に
調
整
す
る
こ
と

は

経
験
と
勘
が
物
を
言
う

手
作

業

で
、
神
経
を
す
り
減
ら
す

毎
日
だ
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
を
支
え
る
の
は
交
代
で

番
台
に
座
る
母
親
の
喜き

代よ

江え

さ

ん

と
妻
・
外と

喜き

子こ

さ
ん

。
脱
衣
場
の
清
掃
は
パ
ー

ト
女
性
三
人
が
担
当
。
午
後
十

二
時
の
閉
店
後
は
家
族
全
員
で

浴
場
清
掃
に
か
か
り
、
寝
る
の

は
二
時
を
過
ぎ
ま
す
。

◆
地
域
に
一
軒
は
必
要

拘
束
時
間
の
長
い
重
労
働
。

に
も
拘か

か

らわ

ず
利
用
者
減
は
止
ま

り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

健

康
維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
地
域
に
一
軒
は

必
要
。
行
政
に
は
維
持
費
へ
の

援
助
を
求
め
た
い

。
守
人
さ

ん
の
声
に
力
が
籠こ

も

り
ま
す
。

そ
ん
な
苦
境
を
支
え
て
く
れ

る
の
が
根
強
い
銭
湯
フ
ァ
ン
。

神か
み

野の

計け
い

三ぞ
う

さ
ん

は
自
転
車

で
週
三

四
回
。
新に

い

中な
か

広ひ
ろ

喜き

さ

ん

は
住
吉
区
か
ら
越
し
て

四
十
年
の
銭
湯
通
い
。
港
区
へ

嫁と
つ

い
で
五
十
年
の
山
崎
千
栄
子

さ
ん

は

沢
山
の
人
と
友

達
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の

顔
を
見
な
い
と
心
配
に
な
る
ほ

ど
で
す

。

宴
会
場
で
は
中
高
年
の
男
女

グ
ル
ー
プ
が
湯
上
が
り
に
ビ
ー

ル
や
ラ
ー
メ
ン
を
囲
ん
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
の

お
湯
は
最
高
。
ほ
ん
ま
に
よ
う

温ぬ
く

も
る
。湯
温
管
理
の
傍か

た

らわ

料

理
を
運
ん
で
い
た
守
人
さ
ん
の

顔
が
思
わ
ず
緩
み
ま
し
た
。

龍
宮
温
泉
メ
モ

港
晴
二

三

三
三
、

六
五
七
二

〇

〇
二
七
。
平
日
・
祝
日
は
十
五

二
十
四
時
、
日
曜
は
七

二

十
四
時
営
業
。
木
曜
定
休
。

番
台
で
談
笑
す
る
喜
代
江
さ
ん

と
馴
染
み
客
。
銭
湯
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
る

神
経
痛
な
ど
に
効
能
が
あ
る
と

い
う
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
の

噂
に
遠
方
か
ら
も
お
客
さ
ん
が

天然温泉を流入させた主湯で よ
う温もる とご機嫌の常連客。
年前の先代の直感と執念の賜物だ

●…… ２ ……●

龍
宮
温
泉（
テ
ル
メ
龍
宮
）

龍
宮
温
泉（
テ
ル
メ
龍
宮
）

川奈ルミさん
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